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参加
無料

感染症対策協力へのお願い
1．会場席定員は200名とさせていただきます
2．会場席は事前申し込み先着順です
3．感染症の状況によりマスク着用をお願いする
　ことがあります
4．入場前に手指の消毒をお願いします

(一財)量子医療推進機構
　事務局　㈱よかネット

申込み・問合せ先　

TEL：092-283-2121　FAX：092-283-2128
e-mail：lecture@quantum-medicine-foundation.com   担当：櫻井

～１０１０月月171717日日（土）
13：30

16：30

令和８和８年令和８年令和８年

日時日時日時日時

https://www.city.tosu.lg.jp/1677.htm電話0942-84-2121
佐賀県鳥栖市本鳥栖町1819番地
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国立研究開発法人産業技術総合研究所 
量子・AIビジネス開発グローバル研究センター長

「AIの次は何が来るのか
　量子コンピュータと半導体が変える未来」

閉会

【講演２】

【講演１】

（座長：中川原 章（量子医療推進機構 理事））

（座長：坂本 満（量子医療推進機構 理事）

講演
鳥栖市  　　

来賓挨拶
量子医療推進機構 理事長　坂井  浩毅

主催者挨拶

プログラムプログラムプログラム

佐賀県 

総合討論
（座長：中川原 章（量子医療推進機構 理事））

公益財団法人佐賀県産業振興機構 
九州シンクロトロン光研究センター所長

「佐賀県産業発展に向けた
　　　　　　シンクロトロン光の利活用」

講師　益　一哉  氏

講師　廣沢 一郎  氏
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 【後援】 

『量子技術の今と未来』『量子技術の今と未来』

【共催】   国立研究開発法人産業技術総合研究所九州センター

　日本の新国家戦略「量子未来社会ビジョン」では、量子科学技術を駆使することによって
実現される「経済・環境・社会が調和した未来の社会」が描かれています。
　今年の講演では、量子技術による心豊かな暮らしを実現する社会での量子コンピュータや
ＡＩ、半導体の可能性、さらにシンクロトロン光技術の今と未来を紹介します。

量子医療推進講演会令和8年度

【主催】（一財）量子医療推進機構
                        URL：https;//www.quantum-medicine-foundation.com
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※会場とオンラインのハイブリッドで開催します。会場参加は定員200名で締め切ります。
会場、オンラインともに、当日の参加申込はできません。必ず10月9日までに申込をお願いします。
オンライン参加希望の方は、申込書にメールアドレスの記入をお願いします。後日招待メールを配信します。
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こちらの⼆次元
バーコードから
もお申し込みい
ただけます

092-283-2128
lecture@quantum-medicine-foundation.com

主催者あいさつ
　量子の世界を操る「量子科学技術」は、量子コンピューターをはじめ、量子インターネット、量子 など、ＡＩと共に
第４次産業革命を推進する役割が現実のものとなってきました。
　がん治療の分野においても、その活用による新たな医療（＝量子医療）の展開に大きな期待が寄せられています。
　私たち『一般財団法人 量子医療推進機構』は、様々な分野の“知”が融合・結合する場づくりを進め、「量子科学」を
身近に、縦横に活用した新しい診断・治療法の研究開発を推進するとともに、希少がん・小児がん・難治性がん等の
患者個人に合った最適な診断法・治療法の開発を、世界に先駆けて進めたいと思っています。
　皆さんと一緒に、子供たちや家族の夢と希望を膨らませ、地球上の誰もがその恩恵を受けることができる社会の構
築を目指しましょう。

一般財団法人 量子医療推進機構　理事長　坂 井  浩 毅


